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測定の繰り返しがある場合

•測定の繰り返しがある場合，擬水準や多
水準を用いた直交配列表実験は，［実験
計画法］－［直交配列表］のメニューで
は解析できません．

•［実験計画法］－［直積法］のメニュー
を用いると，解析することができます．

•本資料では，測定の繰り返しがある場合
の擬水準を用いた直交配列表の解析手順
を説明します．
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実験データ
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•L9実験（A因子：2水準（擬水準），B因
子：3水準）



変数の指定

•手法選択→実験計画法→直積法を起動→
「ワークシート上のデータを分析」
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•外側因子の因子数を0にします．

因子数・水準数の指定
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•内側計画を直交配列表，外側計画を要因
配置計画とし，（測定の）繰り返しを3と
します．

計画種類の指定
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わりつけ

•わりつけを入力します．
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擬水準の指定

•擬水準を指定します．
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解析結果（分散分析表）

• 「1次誤差」は内側計画（直交配列表）の誤差を表します．（これ
は特性値の平均値を使って直交配列表実験を解析した場合の誤差と
一致します）

• 「2次誤差」は繰り返し誤差（内側計画の水準を止めた上での測定
の繰り返しの誤差）を表します．
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